
○
環
境
省
令
第
二
号

温
泉
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
温
泉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
二
月
二
十
四
日

環
境
大
臣

小
池
百
合
子

温
泉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

温
泉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
八
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
七
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
六
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

七

温
泉
に
水
を
加
え
て
公
共
の
浴
用
に
供
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

八

温
泉
を
加
温
し
て
公
共
の
浴
用
に
供
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

九

温
泉
を
循
環
さ
せ
て
公
共
の
浴
用
に
供
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
（
ろ
過
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。

）
及
び
そ
の
理
由

十

温
泉
に
入
浴
剤
（
着
色
し
、
着
香
し
、
又
は
入
浴
の
効
果
を
高
め
る
目
的
で
加
え
る
物
質
を
い
う
。
た
だ
し
、
入
浴
す



る
者
が
容
易
に
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
除
く
。
）
を
加
え
、
又
は
温
泉
を
消
毒
し
て
公
共
の
浴
用
に
供
す
る
場

合
は
、
当
該
入
浴
剤
の
名
称
又
は
消
毒
の
方
法
及
び
そ
の
理
由

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
公
布
の
際
現
に
温
泉
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
掲
示
を
し
て
い
る

者
又
は
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
掲
示
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
温
泉
法
施
行
規
則
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
知
事
（
地
域
保

健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
市
長
又
は
区
長

）
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
さ
れ
た
届
出
と
み
な
す
。


